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１� はじめに�

� 少子高齢化，情報化社会の急速な発展などの諸課題

を受け，社会からの学校教育に対する期待は厳しさを

増してきている。そのような中，学校が主体性を持ち

ながら，保護者や地域からの学校教育への願いや想い

などを土台とし，その延長線上に子どもたちの未来を

しっかりと位置づけた学校経営ビジョンを示していく

ことが求められている。�

２� 研究概要�

� 吉見町は，約２万人の人口を有し，町内には６つの

小学校と１つの中学校がある。本年度当初の児童生徒

数は ����� 人（西小 ��� 人），教職員数は ��� 人（同

�� 人）である。�

����学校一丸となって進める学力向上への取組�

� � 平成 �� 年度の吉見町教育行政の基本理念は「学び�

� と絆を深める人づくり」であり，次の３つの実践目�

� 標を掲げ，町内全小中学校で学力向上に取り組んで�

� いる。�

� � ①� いちご学習（小）・稲穂学習（中）の推進�

� � ②� 読書活動の推進�

� � ③� あいさつ運動の推進�

� � これを受け，西小では学力向上を最重要課題と位�

� 置づけ，平成 �� 年度はいちご学習，平成 �� 年度は�

� 読書活動に焦点を絞り，学ぶ意欲・方向性の明示・�

� 適切な評価を柱として組織的な取組を重ねてきてい�

� る。�

�����具体的な取組�

� � 次の５つの視点から課題解決に取り組んでいる。�

� ①� いちご学習（小学校）�

� 家庭学習４点セットとして「音

読，計算ドリル，漢字練習，いち

ご学習」を位置づけ，それぞれの

学年目標を設定し，毎日取り組ん

でいる。その中でも，「いちご学

習」では，吉見町独自で作製した

「いちご学習ノート」を全ての児�

� 童に１人当たり年間６冊以上配付している。このね�

� らいは，家庭学習の習慣化と基礎学力の定着を図る�

� ことにある。導入当初には，比較的取り組みやすい�

�

�

�

�

�

�

� 「音読，漢字，計算」に比べて，「いちご学習」で�

� は，何をどのように取り組むのかという戸惑いが，�

� 児童・保護者に見られた。そこで，西小では，教職�

� 員や保護者と話し合いを重ね，以下のような取組を�

� 組織的に行った。�

� ○年度末に各学年から実践事例を集め，教務部で印�

� � 刷製本して，次年度当初に全児童へ配付する。�

� ○担任は，いちご学習ノートを確認し，その内容に�

� � ついて３段階で評価し返却する。�

� ○学校課題研修を通して，担任の授業力向上を図る�

� � とともに，【授業→いちご学習での復習→ドリル�

� � での習熟→テスト結果からの振り返り】というサ�

� � イクルで取り組む。�

� ○毎月「西小 12���

� � ノート」を各学級�

� � から２名程度選�

� � 出して表彰する。�

� � また，実践事例を�

� � 図書室前に掲示�

� � する。� � � � 【西小 12�� ノート掲示コーナー】�

� ○学級懇談会等で，保護者と話し合う場を設ける。�

� � � また，町内各小学校では，下記のような独自の�

� � 工夫を図り，児童の学びの意欲を喚起するととも�

� � に学びの質の向上に努めている。�

� � ◇東第一小…いちご学習大賞，掲示コーナー�

� � ◇東第二小…いちご学習賞�

� � ◇南� � 小…いちごノート貯金シール�

� � ◇北� � 小…ゴンちゃんシール，掲示コーナー�

� � ◇西が丘小…いちご学習奨励賞�

� � なお，中学校では，いちご学習が稲穂学習として�

� 引き継がれていく。小学校段階で，家庭学習が習慣�

� 化し，自分の学びを身に付けた生徒は，中学校の学�

� 習にスムーズに対応している。�

� ②� 漢字検定�

� � 平成 �� 年度から，全額町費負担で，２年生以上の�

� 全児童・生徒を対象に漢字検定を行っている。これ�

� は，毎日コツコツ積み重ねている努力の見える化と�

� 捉えている。西小では，年度当初に全体計画を確認�

研究領域� （Ⅰ）� 学校経営�

第１分科会� 経営ビジョン�

研究課題� 明確なビジョンに基づく創意と活力に満ちた学校経営の推進�

視点�

①� 子どもの未来を見据えた明確な学校経営ビジョンの策定�

提案者� � 吉見町立西小学校長� 小林� � 徹�
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� し，保護者に漢検へのࣟࣉセスを示している。そし�

� て，ᅜㄒ主任，教務主任を中ᚰとして，㸷月までの�

� 受検級決定と �� 月までの受検対⟇を，ಶูに計画し�

� 取り組んでいる。�

� １学期� 受検級の設定，受検級のၥ題集の配付，計�

� � � � � 画的な取組，ಶูᣦ導，受検級の確定�

� ኟఇみ� 漢検練習⏝にいちご学習ノートを１冊配付�

� ２学期� ᶍᨃテスト，ಶูᣦ導，各学校にて漢検実�

� � 全受検級での合᱁⋡は，��㸣を㉸えている。この�

� 取組は，児童がಶ人でさらに上級を受検したり，家�

� ᪘全員で受検したりするというᗈがりにもつながっ�

� てきている。�

� ③� ᬯၐと読書活動の推進�

� いちご学習ノート

に，ᐑἑ㈼の「㞵ࢽ

ズ」がある。本ࢣ࣐ࣔ

町の１年生は，全員が

このリのᬯၐに取り

組む。校長室で校長と�

� 【㞵ࢣ࣐ࣔࢽズの掲示】� � 対㠃しながら，ᚲṚに�

� 児童はᬯၐに取り組む。そして，見事合᱁すると，�

� 吉見町教育ጤ員会から認定ドがえられる。�

� � このにも，西小では，ᅜㄒ部が画❧し，各�

� 学年でリやྂからの引⏝，吉見㒓土かるたやᙬの�

� ᅜ �� ୡ⣖㒓土かるたなどのᬯၐに取り組んでいる。�

� さらに，年度末に教室に㏆い場ᡤに図書室を⛣動�

� した。すると，学校図書㤋や町❧図書㤋のᕠᅇ図書�

� からᬯၐと㛵㐃する本をりるなどの読書活動がᗈ�

� がってきた。�

� � また，毎年 �� 月に行ࢃれる生ᾭ学習課主ദによる�

� 吉見㒓土かるた大会や１月のᙬのᅜ �� ୡ⣖㒓土か�

� るた大会では，町内の小学生が，日㡭の取組の成果�

� として，⇕いᡓいを⧞りᗈげている。�

� մ� 計画的に学ぶ授業研✲会の実�

� � 学力向上のためには，教ᖌの授業力向上はྍḞ�

� であり，その授業力向上のためには，実㝿によい授�

� 業を見るᚲ要がある。その基本コンセࣉトのもと，�

� 町教ጤがண算化し，平成 �� 年度から毎年各校１名ࡎ�

� つ┴እඛ進校視ᐹを行っている。主な視ᐹ場ᡤは，�

� 全ᅜ学力・学習≧ἣㄪᰝにおいてᖖに上位の結果を�

� ṧしている⛅⏣┴，⚟┴，᪂₲┴などである。ま�

� た，平成 �� 年度には，⛅⏣┴から小中学校のඛ生方�

� を吉見町にᣍき，㸷年間を見通した取組や授業の工�

� 夫，保護者へのാきかけなどについて研修する場を�

� 設けている。�

� � ２学期に視ᐹを実し，３学期の報࿌会において，�

� その成果を報࿌し，各校の研修に活かしている。�

� 年度の西小では，具体的な授業のὶれや教室掲示な�

� どについての報࿌をもとに，授業ᨵၿに取り組んࡔ。�

� յ� 情報のඹ有と᪂たな視点の⋓ᚓ�

� � 各校の教務主任を中ᚰとした学校教育推進員会を�

� 毎月設け，各校の学力向上の取組や課題解決について�

� 話し合う場としている。この会㆟には，町教育長とᣦ�

� 導主事，௦表校長もຍࢃり，町教ጤと学校で㐃ᦠした�

� 取組に努めている。経㦂年数が �� 年以下という本校�

� の教務主任にとっては，この会㆟が㈗重な情報の�

� 場となり，᪂たな視点をᚓて西小の教育活動実に取�

� り組めるという大きなᙺを果たしている。�

����成果�

� � これまで学力向上を最重要課題とし，およそ �� 年�

� にࢃたり取り組んできた。その間，生徒ᣦ導上のၥ題�

� がῶ少するとともに，町内各校では地域性を活かした�

� 積ᴟ的な学校経営が行ࢃれるようになってきた。�

� � 全ᅜ学力・学習≧ἣㄪᰝの全ᅜ平ᆒと町平ᆒにおけ�

�る「㹆�� までの最大ᕪ」と「㹆�� のᕪ」を見てみると，�

�次のようにᨵၿの方向を示している。�

� （ᅜㄒ㸿㸸����→����）（ᅜㄒ㹀㸸����→����）�

� （算数㸿㸸����→����）（算数㹀㸸����→����）�

� � 次に，ᇸ⋢┴学力・学習≧ἣㄪᰝでは，西小の第６�

� 学年では，次のようにኚ化してきている。�

� ᅜㄒ� 㹆�����%�┴ ��&�㹆�����&���$�㹆�����$���%��

� 算数� 㹆�����%�┴ ��%�㹆�����$���&�㹆�����$���$��

� ᅜㄒも算数も┴平ᆒと同ᵝかややよい結果が見られ，�

� ኚ化の方も┴平ᆒとࡰ同ᵝなഴ向を示している。�

㸱� 研究のࡲとめ�

� ５つの視点を中ᚰに学力向上に取り組んできた。子

どものኚ容が，全てのᣦ㔪と⪃えている。学力向上を

目ᣦし，子どもたち・保護者に示したいちご学習，漢

字検定，「㞵ࢣ࣐ࣔࢽズ」等のᬯၐの３つの視点は，

子どもたちにとって，当たり前のこととして定着して

きており，学ぶ意欲も引き出している。そして，その

ような子どものጼを通して保護者の理解も進み，積ᴟ

的な༠力がᚓられるようになってきた。�

� また，校の実践からᚓられた視点も取り入れて教

職員間で具体的な話し合いを⧞り返し，自らの取組と

結果について振り返るとともに評価をし，工夫ᨵၿに

取り組むというサイクルが確❧されてきている。�

� ᚋも，᪂学習ᣦ導要㡿の示す児童ീを視㔝に入れ

ながら，学力向上を㍈として，子どもたちの未来を見

ᤣえ学校教育を実さࡏていきたい。�
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ᥦ⪅  ᐩኈぢᕷ❧㭯℩ᑠᏛᰯ㛗  ᒣ㷂 ⨾ᬕ 
 
㸯 ࡵࡌࡣ 

� 富士見市は，埼玉県南東部，都心から30キロメートル圏に位

置する住宅都市である。面積は 19.77 平方キロメートル，人口

は約11万人，周囲は，さいたま市，志木市，三芳町，ふじみ野

市，川越市に接している。 
市の名前は，富士山がよく見えることに由来する。縄文海進

よる水子貝塚（国の史跡）が残っており，自然豊かな公園とし

て整備されている。平成27年には，大型ショッピングモールが

オープンし，人口の増加等，街を活性化させている。 
� 市内には１１校の小学校と６校の中学校がある。また，富士

見市立特別支援学校や県立富士見高等学校が設置されており，

小中学校と活発な連携を図っている。 
 
㸰 ᐩኈぢᕷᩍ⫱⯆ᇶᮏィ⏬ 

【基本理念】 
学びあい� 人がつながり� 一人ひとりが輝く 

� � � � � � � � � � � � � � � � 富士見の教育 
【めざす市民像】 
＊生涯にわたって学び，考え，行動し，心豊かに生きる人� �  
＊学びあいから交流の輪を広げ，信頼しあい，地域の絆をはぐ

くむ人�  
＊学びの成果を生かして，自ら社会に参加し，郷土(まち)の未来

を拓く人 
【基本方針】 
Ⅰ� 学びあい，高めあい，夢と希望をはぐくむ教育の推進 
Ⅱ� 学びあう地域社会をめざす教育の推進 
Ⅲ� 組織の総合力を生かした教育の推進 

 
㸱 ᮏᰯࡢᴫせ 

【基本理念】すべての教育活動は子供たちのために 
【めざす学校像】教師も児童も共に学び， 

和し，鍛え，輝く学校 
【学校教育目標】かしこく・やさしく・たくましく� � � � � � �  

� � 本校は今年度，開校１４５年目を迎える，市内最初の学校であ

る。児童数は６１７名，学級数は２０学級（内特別支援学級２学

級）。鶴瀬駅東側の住宅街が学区であり，古くからの市の中心地

である。地域には，親子3代の卒業生も多く，学校に対して大変

協力的で，連携しながら教育活動を行っている。 
児童は，明るく素直で，子供らしい児童が多い。児童それぞ

れには課題はあるが，全体的に落ち着いた学校生活が送れてい

る。学力・学習状況調査等では，やや平均を下回り，指導や学

習習慣の改善を図ることにより，学力は向上すると捉えている。 

㸲 Ꮫᰯ⤒Ⴀ࠸ࡘ  ࡚

 ���� ビジョンを明確に示すために�

� � ・児童や教員の実態を踏まえた，わかりやすいグランドデ

ザインを作成する。 
� � ・年度当初，校長の考えを全教職員が共通理解し，各自が

取り組むべきことを理解するために，先に分掌を伝えて

心構えを持たせ，経営方針について，中心になる教員を

確認しながら説明する。 
� � ・年度の重点事項を，学年･学級経営案及び自己評 

価シートに反映させる。� � � �  
����� 創意と活力に満ちた経営を推進するために�

・企画会を定期的に持ち，課題解決のための情報交換を行

い，学年主任に主体的に取り組ませる。 
� � ・年度初めや人事評価の面談，教室訪問を通して 

教職員の特性を理解し，助言･指導を行う。 
� � ・校長室だよりで，よさや努力を共有する。 

 
㸳 Ꮫຊྥୖྲྀࡢ⤌ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
� 学力向上をめざし，５つの柱を中心に学習規律の徹底（非

認知能力の育成）と家庭･地域の力を取り入れながら，実践を

積み重ねている。�

����� ユニバーサルデザインを取り入れた授業�

すべての学級で，困難さを少なくした，わかりすい授業

作りを目指している。昨年度は，年度当初に，講師を招い

た研修会を行い，教職員の共通理解を図った。また，特別
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支援教育ࢥーデࢿーࢱーが，㐌目標をᥦ示し，見ᒆࡅを

行っている。�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�࠸ࡋᎰࡶᩍဨ ࡿ࠼ࡽࡶࡀ࣮ࣝࢩ

����� 主体的･対ヰ的で῝い学びの実⌧�

初任⪅やⱝᡭ教員育成研修，教育実習生の指導等を活

⏝して，いに授業を公開し合い，教師の指導力の高め合

いを行っている。また，２学期には，ⱝᡭ教員の指導力向

上のために，学びたい教⛉の指導⪅を招⪸し，一人一人の

指導力に合わせたಶ人研修を行うィ画である。�

ᣦᑟຊࢆ㧗ࡿࡵ㸦ࢳ࣮ࢧࣜࣥࣙࢩࢡ㸧 

 ���� 少人数指導の実�

少人数指導加㓄２名と基‽እ加㓄，基♏学力定着支援員

（市職）を活⏝して，全学年の⟬数で少人数指導を実し

ている。⟬数主任には，教⛉経営案を作成させ，児童の実

態を踏まえ，ィ画的に指導を進めている。特に中㹼下位ᒙ

をఙࡤすために，༢ඖのᚋ༙には，習⇍度別指導を行い，

ㄡがこまでできているかを確認しながら，わかる႐びを

わえる授業࡙くりに努めている。�

ᑡேᩘ  ࡛  ࠺ࢃࢆࡧ႐ࡿࢃ

  

 

 

 

 

����� 学校研✲ࠕヰ合い活動 �ࠖ

� はっきりと自分の考えを伝え，㐩の意見をཷࡅṆめ，

自分もよく，┦ᡭもよいࠖ方ἲを見いだし，協力して実ࠕ

践する活動を進めている。学校研✲として２年目の取組で

ある。４᭶６᪥の学級開き研修から，指導⪅をィ画的に招

⪸し，できるだࡅ多くの学級が指導をཷࡅられるようにし

ている。㊊୪みをそࢁえた研✲を行い，２᭶１᪥の学校研

✲発⾲会では，全学級公開ண定である。�

⮬ศ࡛ࡕࡓỴࡵ  ࡚ ᴦࢫࣛࢡ࠸ࡋ�

����� ㄞ᭩活動の推進�

ㄞ᭩を習慣化し，ᵝࠎな知㆑を㌟にࡅると共に，豊か

な心を育てることを目指している。本をㄞむ⎔ቃ作りやㄞ

᭩㛫の確ಖ，情報ᥦ供な創意ᕤኵをした取組を行って

いる。また，教員の意㆑を高めるために，学級の子供にㄞ

ませたい本を㑅ࡤせる取組をしている。市立図᭩㤋とも連

携を図り，ࣈッࢡトーࢡやビࣜࣈオバトル等を行い，図᭩

㤋⏝，ㄞ᭩㔞の増加を図っている。�

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⫋ဨࡢᑍ  ࡛ ẖ᭶ࡢᮏࡢ⤂㸦࠾ヰᮅ㸧 

㸴 ࡵࡲ 

� 子供たちをఙࡤしたいという教職員のᙉいᛮいが，創意やᕤ

ኵを生み，２年㛫の学力向上の取組を実させている。学力・

学習状況調査の⤖果でも，よいఙびのഴ向が示され，意ḧは高

まっている。ユニバーサルデザインやヰ合い活動，ㄞ᭩活動の

推進は，すぐに⤖果が⾲れるものではないが，学力向上につな

がるものであり，⥅⥆して取り組ࢇでいくことが重せである。

今ᚋも教員の着実な㈨㉁向上をめざして，᪥ࠎの取組を大ษに

させていきたい。 
� � 校長として，ඖẼな学校にするために，教職員一人一人を大

ษにᛮい，よさを認め，信頼㛵ಀを⠏きながら，力のある教職

員を育てていきたい。 



－ Ĵĵ － － ĴĶ －

�

�

�

�

�

�

�

㸯 ࡵࡌࡣ 

新学習指導要領では，学校と家庭，地域が連携・協働しながら�

「社会に開かれた教育課程」の実現を目指している。さいたま市�

では，平成３０年度の教育行政方針の中で，「社会を生き抜く力

をはぐくみ，多様な個性が生かされる教育の推進」を目標の一つ

として掲げており，「学校・家庭・地域・行政の連携・協働によ

る教育の推進」に取り組んでいる。学校においては，校長のリー

ダーシップのもと，学校の在り方や役割を見直し，自校の実態か

ら課題を明確にし，課題の解決に向け，学校の経営ビジョンの実

現が急務である。しかし，学校の抱える課題は複雑化・困難化し

ており，解決に向けての取組に関して，現状として，従来の学校

運営組織では新たな課題に対応していくことが難しい。そこで，

校内の運営組織だけでなく，学校と地域の連携・協働の重要性を

認識し，「開かれた学校」の視点からも学校の運営組織を工夫す

るなどの刷新を図る必要がある。�

㸰 ᮏᰯࡢㄢ㢟Ꮫᰯ⤒Ⴀࣙࢪࣅ  ࣥ

本校は，さいたま市桜区の西部に位置し，本年度の児童数は７

１３名（通常級２２学級，特別支援学級２学級），開校４４年目

を迎える。学区は広く，家庭環境も多様性が見られる。児童は，

全体的に素直で，友だちにやさしく，活動的である。一方で基礎

学力の習得に努力を要する児童がおり，基本的生活習慣が身に付

いていない児童も多い。外国籍の児童や発達の課題を抱えるなど

配慮を要する児童も在籍しており，インクルーシブ教育の視点に

立った指導の充実に取り組んでいる。日々の生徒指導上の課題も

多く，家庭の協力が難しいケースもあり，その対応に日々苦慮し

ているのが現状である。これまでも，さまざまな課題を解決する

ために，教職員一人ひとりが児童に寄り添い，親身になった指導

を繰り返し行ってきている。�

こうしたことを踏まえ，学校経営方針を，『輝く笑顔�「あい」

にあふれる�大久保東小学校』として，次の３点を掲げている。�

〇子どもたちが粘り強く学び合い，成長する学校�

〇教職員が情熱と教育のプロ意識をもち，互いに支え合い「チ�

ーム大久保東」として実践する活気ある学校�

〇学校，保護者，地域が役割を果たし，連携し信頼し合う開か�

れた学校�

㸱 ㄢ㢟ゎỴྲྀࡓࡅྥ⤌ 

本校の抱える課題を解決するために，経営ビジョンの実現が図

られるための組織の刷新を，大きく次の２点から行った。�

�

」�

�

�

�

�

�

�

�

� ���� 教職員の学校運営参画意識を高める分掌組織の刷新�

� � 本校の運営組織において，これまで定例で行っていた委員会�

� と不定期で行っていた委員会があった。定例委員会として，企�

� 画運営委員会，研究推進委員会，体力向上推進委員会，生徒指�

� 導委員会�教育相談も含む�で，それぞれ毎月の教育計画に位置�

� 付けられていた。しかし，会議時間の効率化や構成メンバーの�

� 偏りが課題として挙げられ，教職員の疲労感にもつながってい�

� た。生徒指導委員会では，教育相談や就学支援にかかわる案件�

� も多く，適切な支援策の検討に至らないケースが多かった。そ�

� こで次のような刷新を行った。�

� ①� 定例委員会を推進委員会とし，同時に開く。そのため

構成メンバーはすべて違う教員となる。�

� ②� 推進委員会での内容は学年会等で伝達する。校務端末

もフォルダを設け，内容が閲覧できるようにする。�

� ③� 生徒指導委員会と教育相談委員会を別にし，教育相談

委員会のみ推進委員会とは別日に開く。�

� ④� 生徒指導，教育相談において，重要問題については，

必要に応じて校内委員会を開催する。�

� これにより，時間の確保や効率化を図ることができた。構

成メンバーも自覚をもって委員会に臨み，各主任が専門性を

発揮し，本校児童や学校の抱える課題を解決するための方策

を検討するなど，活発な取組がなされるようになった。特に，

生徒指導委員会や教育相談委員会では，一つひとつの案件に

対して学校全体でかかわろうとすることが意識化され，教職

員の危機意識が高められた。校内委員会�ケース会議�も適切

に行われるようになった。�

<ᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘ Ꮫᰯ㐠Ⴀ⤌⧊ᅗ୍ࡢ㒊> 
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研究ႀ֖　ĩ Ⅰ Ī　学校ࠐ営

లˎش会　ழ・運営

研究هఴ　学校ࠐ営Ϋΐοϋの࡛をるڰႁ̜るழ̿くり͂運営

ণത

ӱ　学校ࠐ営Ϋΐοϋの࡛に̫࢜た運営ழのक़新
　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　さいたま市立大ݛ༗小学校長　　ஜ　ോ　֚　ຳ



－ Ĵĵ － － ĴĶ －

� � ���� 大久保東ࢸࢽ࣑ࣗࢥ「大けやき」の取組�

� さいたま市では，平成３０年教育行政方針で，学校・家庭・�

地域・行政の連携・協働による教育の一つとして，「ࢽ࣑ࣗࢥ�

�，スクールไ度の構⠏」を掲げている。本校においても・ࢸ

地域の教育リࢯースを活⏝した学校教育を充実さࡏていくこ�

とや家庭の教育力を高めていくことなど，地域ఫẸや保護者等�

とඹ᭷し，地域と一体になって本校の児童をはぐくむ「地域と�

ともにある学校」と㌿していく必要性を強く感じている。�

� そこで，活力ある組織࡙くりと運営をᖜ広くとらえ，従来の�

学校運営と連動さࡏて，これまでの学校ホ議員ไ度やスクール�

�ࢥ，ーク等の会議・組織のᩚ⌮を図りながら࣡ࢺッࢿࢺー࣏ࢧ

�。スクールの構⠏を次のように取り組んでいる・ࢸࢽ࣑ࣗ

<ஂಖᮾࠕࢸࢽ࣑ࣗࢥࠖࡁࡸࡅ⤌⧊ᅗ> 

� � ①� ビジョン，基本目標，運営組織の刷新�

� � � これまでの学校ホ議員をᣑ充するともに，市の策や大久�

� � 保東ࢸࢽ࣑ࣗࢥ「大けやき」の必要性を，学校地域連携ࢥ�

� � ーࢿࢹーࢱーとともに校長がㄝ明し，⌮解と協力を౫頼し�

� � た。ビジョン，基本目標をඹ᭷したうえで㈶同をいただき，�

� � 運営協議会の役割もᢸっていただくことができた。構成員は�

� � ᚋもᣑ充していく。�

� � ②� 㹑㹑㹌から推進協議連⤡会�

� � � 年度ึめのスクール࣏ࢧーࢿࢺッ࣡ࢺーク（㹑㹑㹌）会議�

� � において，従来の㹑㹑㹌の体ไを基┙に，新たなほ点�「応�

� � 援・支援」から「連携・協働」）について，学校地域連携�

� � �ーとともに校長がㄝ明し，㹑㹑㹌から大久保ࢱーࢿࢹーࢥ

� � 東「大けやき」推進協議連⤡会の⛣行の⌮解と協力を౫頼�

� � した。構成についても新たに「地域学校協働活動フシリࢸ�

� � ーࢱー」をຍえた。これは，学校の一方的なᛮいだけで連携�

� � しようとするのではなく，保護者・地域の意向やイࢹ�

� � を⫈取・ㄪᩚし，運営参画していく役割をᢸっている。各ᅋ�

� � 体の活動をᩚ⌮するとともに，年度の協働活動について各�

� � ᅋ体の要ᮃも取りධれながらᩚ⌮した。�

� � ③� 学校との連携，協働活動�

� � � これまで学校を支援していた㜵≢ࢺࣃロールやチࣕࣞン�

� � ジスクールなどの「個別」の活動を，地域と学校のᑗ来構・�

� � 目標を踏まえ，᭷機的に連動さࡏ，⥲合的な広い視㔝で連�

� � 携・協働していける活動になるよう␃意した。さらに，校内�

� � に地域ふれあいルームを設け，地域の方やࣛ࣎ンࢸはい�

� � つでも⏝できるようにしている。連携・協働例として次の�

� � ようなものがある。�

�ᤵᴗ支援と連携ڧ

� � 学校のᤵᴗでは，さまざまな教⛉や༢ඖで地域の教育リࢯー�

� スを活⏝さࡏていただいている。児童が学校内だけでなく地域

にฟていき，地域の伝⤫行，イ࣋ンࢺ，お⚍りなどに実㝿に

ᢸいᡭとして参画するよう計画に位置付け，ㄪᩚしている。�

<ᖹᡂ㸱㸮ᖺᗘࠕᮾࡗᏊࠖࢬ࣮ࢱ࣮࣏ࢧ㐃ᦠᤵᴗ୍ぴ> 

�保護者・地域の意向を生かした活動ڧ

� � 図᭩ࣛ࣎ンࢸ，見Ᏺりࣛ࣎ンࣛ࣎⥳，ࢸンࢸ，

学習ࣛ࣎ンࢸなど，フシリࢸーࢱーが中ᚰとなり，⥅⥆

の活動のかに，新つの取組も行われるようになった。�

�㹎㹒㸿とのඹ催の研ಟ会ڧ

� � 教職員と保護者がඹ通のࢸー࣐で，ㅮᖌをᣍいしてㅮヰを�

� ⪺く機会を設定している。内容は保護者のၨ発を目的とした

ものだけでなく，教育にかかわるᬑ㐢的なࢸー࣐も取り上げる。� �

� � ④� ホ౯とᨵၿ�

� � � 学校にとっては地域の人々の⌮解と協力を得た学校運営�

� � が実現し，地域にとっては学校を中ᚰとした地域ࢿッ࣡ࢺー�

� � クがᙧ成されることが挙げられることがメリッࢺとして挙�

� � げられる。また，保護者にとっては，学校や地域に対する⌮�

� � 解が῝まることが期ᚅされる。協働が↓⌮なく，かつし�

� � ないよう，ᨵၿ策を学校だけでなく，保護者・地域もえた�

� � ሙで協議していく。�

㸲 ࡾࢃ࠾�

学校経営ビジョンの実現を図るためには，教職員の学校運営

の参画意識をもたࡏる内からの刷新だけでなく，地域連携ࢿ࣐ジ

メンࢺの視点から，外からの刷新も図っていくことが重要と⪃え

る。校長として，プロࣗࢹーࢧー的役割，ࢥーࢿࢹーࢱー的役

割，ス࣏ークス࣐ン的役割があることを自覚し，強いリーダーシ

ップを発揮し，課題解決に向けた経営ビジョンの実現を力強く進

めていきたい。�

�

�

�
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㸯 ࡵࡌࡣ 
 視点「り高きᏊどもを育むための活力ある運営」 

を実現するためには，校長として，学校組織を意図的，

ຠᯝ的に機⬟させることが必㡲である。そのためには，

組織の一員である教職員個々の役割を明☜に♧し，ᣢ

てる職ົ⬟力の発揮（向上）にດめさせ，チームとし

て協働し取り組む意識(学校運営参画意識)を高めてい

くことが重要である。本校は，今年度「学力向上推進

研✲」「ⱥㄒ活動・ⱥㄒ教育推進研✲」「⟬ᩘ課題解決

研✲」という３つのጤკを㡬いている。これらは，教

職員にとって㈇担はかかるが，㏫にこのጤკを本校の

ステップアップの機会とᤊえ，校長として活力ある組

織づくりと運営に向けてのල体策を㏙る。 

㸰 ᮏ校ࡢᴫせ 

本校は，୕㒓市

の東の➃に位置

し，学༊の東ഃを

Ụᡞᕝがὶれ，

ഃをྜྷᕝ市に᥋し

ている。学༊は

に᪩✄⏣団地など

住Ꮿ⾤からなり，

かつては児童ᩘ㸯㸰００ྡを㉸える大規ᶍ校であった

が，地域♫会のኚにకい現ᅾはᑠ規ᶍ校となってい

る。今年度は，ᑠ規ᶍ校のよさを強ࡳとᤊえ，一人一

人のᑠさなきらりを大ษにして，ᑠさいからこそきら

りとࡦかる学校づくり「ᑠ規ᶍ校の≉性࠙強ࠚࡳを生

かした学校経営」を推進している。 

㸱 ◊✲ᴫせ 

(1)  組織の見┤し 

① 校ົศᤸ 

本校は๓㏙の通りᑠ規ᶍ校であるがため，校ົศ

ᤸも一人の教員が」ᩘの௵を担ᙜする上，人事␗

動もᑡないためศᤸがᅛ定していた。また，⮫௵

者㸰ྡに高学年の担௵を௵せていた。そこで，これ

までఱ年もཷけ入れの無かった初௵者㓄ᙜを要望し，

長い期㛫を見通して力㔞有る人ᮦ育成を目ᣦした。 

 

 ② 人ᮦ育成 

 本校の職員は，員が᪥々⇕心に職をົめるᜨま 

れた構成である。しかし，それに⏑んじているだ 

けでなく，その中から⟶理職ೃ⿵のミࢻルリーダ 

ー・ᖿ教ㅍ・教㢌とそれࡒれのᣢつ個の力を，い 

かに同じベクトルに向けるかが校長のである。 

そこで，今年度の３つのጤკは，学校活性のⰋい 

きっかけと๓向きにᤊえている。それࡒれのライフ 

ステージに合わせ，ጤკを通して，いかなる力をつ 

けさせるかにഴὀした。 

 ③ 保護者対応 

 㐣度な要ồ・要望を⧞り㏉す保護者に対して組織 

を生かした対応を心けた。校長が対応（ⅆᾘし） 

にᇙἐせࡎ，ල体的方針を♧すことが重要である。 

また，保護者の新たな要ồへのᅇ⟅ุ᩿は校長が行 

い，決して❆ཱྀの教員に௵せてはならない。 

 ④ Ᏻ心・Ᏻな学校づくり 

 定例のᏳ点᳨は，ゝうにཬࡎࡤ，ẖ㐌の点᳨ 

（༴㝤⟠ᡤの᪩期発見）を」ᩘで組織的に行い， 

その後の㎿㏿なሗ࿌・連絡体制をに進めてい 

る。せっかくの施設・教ᮦに対して「ᨾ㞀中・ 

用ྍ」の⾲♧は有り得ないと考える。 

(2)  ᑠ規ᶍ校ならではの組織を生かした対応 

① Ⓩ校児童０への取組 

校児童㸯㸴０ྡ(学年単学⣭)のため，教職員

が一人一人の㢦とྡ๓がศかるという利点がある。

そのため，児童のல⣽なᵝᏊのኚを見㏨すことが

ない。また，その後のሗ࿌・連絡そして対応がスム

ーࢬに行えることこそが，本校の強ࡳであり，チー

ム๓㛫の組織力である。 

Ⓩ校をる児童のཎᅉは，それࡒれであるが，担 

  ௵一人がᢪえ㎸むことの無いよう担௵外・㣴護教ㅍ 

  をྵめたプロジ࢙クトチームで対応している。 

(3) 学力をఙࡤす࠙▱育ࠚ 

① 組織⦅成 

      学力向上のጤკは，今年度㸰年目に入り発⾲の年

を㏄えたが，ᩒえて組織の⦅成に╔手した。ල体

的には，校長をྵめた推進ጤ員メンࣂーを⤠り，よ

◊✲領域 㸦Ϩ㸧 学校⤒Ⴀ 

➨㸰分科会 ⤌⧊࣭㐠Ⴀ  

◊✲ㄢ㢟 学校⤒Ⴀࡢࣥࣙࢪࣅ実⌧ࢆ図ࡿ活ຊࡾࡃ࡙⧊⤌ࡿ࠶㐠Ⴀ 

どⅬ 

ղ ࡾ㧗ࡁ子ࢆࡶ育ࡢࡵࡓࡴ活ຊࡿ࠶㐠Ⴀ 

                    ᥦ案者  ୕郷市❧๓㛫ᑠ学校長 ᑎᒣ ஓ  

地域共ࣥࢸ࣮࢝ࡢ⥳࣮ࣖࢦࡿࡃࡘ 

 

研究ႀ֖　ĩ Ⅰ Ī　学校ࠐ営

లˎش会　ழ・運営　

研究هఴ　学校ࠐ営Ϋΐοϋの࡛をるڰႁ̜るழ̿くり͂運営

ণത

Ӳ　誇り高き子どもを育͚た͛のڰႁ̜る運営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　२ޡ市立ஜ間小学校長　　　५　　
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り実ຠ性のあるᥦを発ಙし，校内研修を推進して

いった。ඛを見通し，つけたい学力Ѝ฿㐩点のጼを

♧し，╔実に一Ṍ一Ṍ進めているとこࢁである。 

② 授業改善 

  ୕㒓市教育ጤ員会ࡈᣦᑟの「୕㒓の授業づくり

り㏉りチ࢙ック㸯０」という授業の自ᕫ評価シート

を職員で共通理解している。ල体的には，今年度

の重点として，ࡡらいや課題を明☜にし，学習の見

通しをᣢたせ，り㏉りを大ษにし学習内容を定╔

させる授業を᪥㡭から心けさせている。また，教

職員評価システムにおいて，⟶理職と教員との授業

における共通のᑻ度としても活用する。 

③ 新インࢢリッシュルーム㛤設 

ጤკをཷけた後，㏆㞄ཬࡧඛ進校のインࢢリッシ

ュルームを視ᐹし，㛤設の‽ഛを整えた。そして，

市のண⟬ᥐ置により，大ᆺ⤮本・ㄞࡳ聞かせ㹁㹂等

教ᮦが㣕㌍的に充実した。㸯年生にとっても「あの

㒊ᒇ（ࢰーン）に行くと，ⱥㄒでᴦしい学習ができ

る」という✵㛫సりが行えた。今後は外ᅜㄒ௵を

中心に，ẁ㝵的にᩥᏐを「ㄞむこと」「書くこと」を

加えて，総合的・⣔統的にᢅう教科学習を進める。 

④ ≉別支援学⣭の新設 

教ᐊゼၥの際，いくつかの学⣭で，≉別な支援を

必要とする児童が目に留まった。᪩㏿，校内教育┦

ㄯ㒊会にて実ែᢕᥱを行い，㐺ษなᣦᑟと支援につ

いて᳨ウをጞめた。≉別支援教育コーディネーター

を中心に，保護者との┦ㄯ，市教ጤ・୕㒓≉別支援

学校等外㒊機㛵との連絡調整等，ẁ㝵を㏣って進め，

今年度≉別支援学⣭を新設することができた。≉支

担௵のດ力により，これまでከ動であった児童にⴠ

に合ったᣦᑟが進めࢬきが見られ，教育的ニー╔ࡕ

られている。また，の教員も≉別支援教育の視点

に❧ったᣦᑟを学ࡪよい機会となっている。 

(�)  体を㘫える࠙体育ࠚ 

① 体力向上 

体 育  ௵ を

中心とし，いか

に  ሗ を 発 ಙ

し 校 内 の ᣦ ᑟ

を 同 一 方 向 に

向 け さ せ る か

を 心  け て い

る。ල体的には，

教科体育の充実のため，୕㒓体育学習会స成の授業

マニュアルをもとに進めている。また，来年度「体

力向上研✲」のጤკもண定されているため，今年度

から「さわやかタイム」（業๓運動）の中㌟を⢭㑅し

た。運動の習័とともにラジ࢜体᧯の一ᒙの定╔

と㉁の向上により体力向上をᇵう。 

  ② を守る体性を育てる 

ᖖにẖ㛫㛤ጞ⤊の度に㬆っていたチャイムを

必要᭱ప㝈にῶらすヨࡳを年度３学期にጞめた。

本校は，各ᗯୗ等の計もṇᖖに機⬟しており，児

童が計を☜ㄆする⎔ቃが整っていた。そこで，ᖖ

に人の行動が㡢(チャイム)に応するのでなく，自

ศで計を見て，を守る体性を育ࡳたいと考え

た。今後，新学習ᣦᑟ要㡿において必ࡎしも㸲㸳ศ

㛫という㛫ᯟにとらわれない教育課⛬（外ᅜㄒ等）

も実施ྍ⬟となる。  

(�) 心を育てる࠙ᚨ育ࠚ 

①  ୕⥺をとおした㇏かな体㦂活動と交ὶ 

本校の伝統的な≉Ⰽ有る活動として，୕⥺・㝕

ኴ 㰘 ₇ ዌ が あ

る。これは，地

域 の ୕  ⥺ の

会（ᘯ会・㕥

の会）の方々に，

長 年 に Ώ り ࡈ

ᣦ ᑟ 㡬 い て い

る活動である。

この活動により，㇏かな体㦂が得られ，Ꮚども一人

一人に自ಙを᰿付かせることができた。  
② 新たに保育ᡤとの交ὶ 

    学༊内にᅾりながら，これまで年度ᙜ初と年度ᮎ

のࡈᣵᣜのࡳであった保育ᡤとの交ὶを，今年度㛤

ጞする。ᅬ児を本校に㏄え，ともに⤥㣗を㣗た後，

学校᥈᳨(内)を計画している。今まで無かった取

組を実施する㞴しさはあるが，調整を重ࡡ，୧校の

合意が得られた。 

㸲 ࡵࡲ 

       本校に╔௵して㸰年目の学校経営は，実㉁๓年度

３学期にスタートした。校長としての学校経営ビジ

ョンをᥥき，修ṇすき点を見つけ，より☜ᅛたる

ものにして，組織సりと運営にດめている。今後も，

「๓年度踏くは後㏥，活力とẼ力を♧す学校経営」

を୕㒓市の校長として⫢に㖭じ㑌進する。 

୕郷市市ไ施行 �� ࿘年記念ᘧ࡛₇ࡢዌ  

ࡉ ࢃ ࡸ  ࢱ  ࣒ ࡛ ࡢ 㕲 Წ 㐠 ື 
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２� 地域と学校の概要�
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㸮ᖺ┠ࢆ㏄ࡿ࠼Ꮫᰯ࡛ࠋࡿ࠶ඣ❺ᩘ㸶㸰㸱ྡ㸪Ꮫ
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３� 実践の概要�

 ᅇࢆ✲◊ࡢᶵ㸪๓㏙ࡢ㸶ࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢࡘ
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┠ࡶࡿࡍᏛᰯ㸧࡞Ꮫᰯ㸪Ᏻ࣭Ᏻᚰࡿ
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ࡉಙ㢗ᩍᖌ㸪ಖㆤ⪅࣭ᆅᇦࡿࡍᕫ◊㛑⮬ࡵ
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ᕫホ౯㸦┬㸧ࢆษྛࠋࡿ࠸࡚ࡋ⾜ࢆ⤊

研究領域� （Ⅰ）� 学校経営�

第３分科会� 評価・改善�

研究課題� 学校教育の充実を図る評価・改善の推進�

視点�

①� 「新たな知を拓く」教育を実現するための学校経営の評価・改善�
提案者� � 上尾市立東小学校長� 浅沼� 正義 

研究ႀ֖　（Ⅰ）　学校ࠐ営

ల３ش会　ບ٨・ث

研究هఴ　学校教育のਰをるບ٨・ثの推進

ণത

ӱ　ȶ新たな知を拓くȷ教育を࡛するた͛の学校ࠐ営のບ٨・ث
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　ષ市立小学校長　　ஃ　ઔ　正　݅　
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㸯 ࡵࡌࡣ 

� 近年，情報化，グローバル化といった変化が予測を超えて

起こり，先行き不透明な社会情勢が続いている。新学習指導

要領においては，そのような社会に対応するために，新しい

価値を生み出す源となる創造力を身につけるための「基礎学

力」に加え，論理的思考力や自分で問題を解決していく能力

が重視されている。 
� このような状況を踏まえ，県では，「学力・学習状況調査」

を活用し，一人一人を伸ばす教育を推進しており，「主体的・

対話的で深い学び」が学力向上につながることが示唆され，

この視点で日々の授業改善を行うことが求められている。 
� こうした複雑化する学校課題に応えるため，学校において

は，社会に開かれた教育課程を編成・実施・評価・改善し，

学校を拠点とし，学校・保護者・地域が一体となって教育を

推進しなければならない。したがって，児童生徒の教育を担

う教職員の資質能力を向上させるとともに，学校の組織力を

高め，教職員が一枚岩となって取り組むことがますます必要

となる。 
そこで，本研究では，教職員人事評価を活用し，優れた指

導力と高い使命感を持った教職員の育成と教職員の絆を深め

ることを目指して取り組むこととした。 
㸰 ᮏᰯࡢᴫせ 

� 本校は，昭和４７年に開校し，本年で４７年目を迎える。

校章のデザインになっている「やまぶきの花」は，昔，本校

のある備後須賀地区にたくさん咲いており，地域の方に「や

まぶきの里」として親しまれたことに由来している。 
� 学校教育目標を「進んで学ぶ子・思いやりのある子・健康

な子」とし，目指す学校像を，「夢と希望を育む活力ある学校」，

合い言葉「人にやさしく� みんなに愛される備後小学校」の

もと，全職員が一丸となり，日々の教育活動に取り組んでい

る。 
㸱 ᮏᰯࡢㄢ㢟㸦Ꮫᰯ࡙࣭ࡾࡃே࡙ࡾࡃ㸧 

⑴� 教職員人事評価の目標設定の工夫と人材育成�

⑵� 校内研修を活用した学校の組織力の向上�

⑶� 当初面談後の教職員への働きかけと見届け�

㸲 ᐇ㊶ࡢᴫせ 

� ⑴� 校長の経営方針を端的に，繰り返し発信�

� � ～｢教育の成果は子供の姿で表す｣をモットーに～�

� � ４月に本校に着任し，経営戦略上考えたことは，校長の

考えを児童，教職員，保護者，地域の方々に端的に，そし

て繰り返し様々な場面で発信し，浸透させることである。

具体的には，合い言葉の設定とその基本方針を発信し，理

解していただくことである。�

ഛᚋᑠᏛࡿࢀࡉឡ࡞ࢇࡳ ࡃࡋࡉࡸேࠒゝⴥ࠸ྜࠑ  ᰯ

～基本方針～�

１� 子供も教師もよさを引き出し，活かす。�

ࡿࡵᨷࠕࡾࡼࠖࡿࡵ㈐ࠕࠓ  ࠔࠖ

２� 子供の立場に立って，子供と向き合う。� �

ࡃࡋ᫆ࠕ࡚ࡋࡑࠖࡃࡋඃࠕேࠓ  ࠔࠖ

３� 最後は授業で信頼を得る。ࠓᩍᖌࡶᖖࠔࣉࢵࣝ࣋ࣞ�

４� 子供，教師の取組を価値づけて広げる。� �

 ࠔࡍ♧ጼ࡛ࡢᏊ౪ࡣᡂᯝࡢ⫱ᩍࠓ

５� 地域へ出て行くことで支援もいただく。�

 ࠔᏛᰯࡽ㸪ᆅᇦᆅᇦࡽᏛᰯࠓ

⑵� 教職員人事評価における目標設定の工夫と人材育成�

� � 上記の合い言葉，基本目標をもとに，目標と方策を設定

している。また，表記は単純・明解にし，教職員が目標の

連鎖をしやすくしている。以下に示す。�

㺀ホ౯㡿ᇦϨ㺁 ඣ❺ࡶᩍ⫋ဨࡓࡋ⏕ࢆࡉࡼࡶάຊࡿ࠶ࡢ

Ꮫᰯ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍 

○子供も教職員もよさを引き出し，広げる。�

� →｢やまぶき賞｣｢ひまわり賞｣による｢よいこと｣賞賛運動�

� � →｢校長室通信｣による戦略的な発信�

○人事評価制度を活用した，人材育成�

� →目標連鎖，面談による働きかけ�

㺀ホ౯㡿ᇦϩ㺁ಖㆤ⪅ࡸᆅᇦࡾࡀ࡞ࡘࡢᣐⅬࡢ࡚ࡋᏛᰯ࡙

 ᥎㐍ࡢࡾࡃ

○子供，教職員のよさを具体的に発信�

→学校だより，ホームページによる｢よいこと｣紹介�

○保護者・地域の方にもやりがいを�

� →学校だより｢地域交流版｣の新設（活動を毎月紹介）�

㺀ホ౯㡿ᇦϬ㺁ᩍ⫱ㄢ⛬⌮⟶ࡢ㐺ษ࡞ホ౯ࢆά⏝ࡋ㸪ඣ❺

 ᥎㐍ࡢᩍ⫱άືࡍ㸪άࡋฟࡁᘬࢆࡉࡼࡢ

○週案と教室訪問により各学級の履修状況の常時見届け�

○校長室通信で，子供，教職員の活動を取り出し，�

� 教職員を基本方針に導く。（再掲）�

○国語の研究を通して，本校の特色づくりと人材育成�

研究ႀ֖　（Ⅰ）　学校ࠐ営

ల３ش会　ບ٨・ث

研究هఴ　学校教育のਰをるບ٨・ثの推進

ণത　

Ӳ　学校̿くり・人̿くりを推進するた͛の学校ບث・教員人মບثのࢥຳ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案者　　日໐市立ࢃ小学校長　　ࢤ　ࢴ　　　ק　



－ ĵı － － ĵ1 －

� ᩍ⫋ဨࡀタᐃࡓࡋ᪉⟇ࡢ 

㺀ホ౯㡿ᇦϨ ᩍ⛉ᣦᑟ➼㺁 

○児童の問や発言から学習課題を設定する。�

○ペ学習やグルーࣉ学習でおいのよさにẼづかせたり，

学び合うことのうれしさにẼづかせたりする。�

○学級通信➼で子供の㡹ᙇりをఏえる。�

㺀ホ౯㡿ᇦϩ Ꮫᖺ࣭Ꮫ⣭⤒Ⴀ࣭⏕ᚐᣦᑟ➼㺁 

○一人一人が活㌍する場を設け，学級へのᡤᒓ感をわわせ

る。�

○地域の方をㅮ師にᣍき，㒓ᅵについて学ぶ。�

○一人一人の㡹ᙇりが見える学年経営�

㺀ホ౯㡿ᇦϪ ࡢࡑົᰯࡢ➼㺁 

○校ᗞ，体育㤋の体育ᗜのᩚ理�

� （ㄡでもいつでも使いやすいように）�

○出ᙇ➼で得た情報を全職員にࣇーࢻバッࢡ�

� （児童の健康⟶理の一ຓとして）�

○学校ᚩ㔠ࢸࢫࢩムを見┤し，会ィ事ᨾをᮍ↛に㜵ࡄ。�

� � 当初面談において，教職員のࢸࢫࣜࣕ࢟ージと校ົ分

ᤸに応ࡌて主としてḟのようなほ点で指導・ຓ言を行った。�

ձ� 学年主任➼のࣛࢸ࣋ン・୰ሀ教員に対して�

・୪行を組む教員の育成を行い，学年経営につなげること。�

・新学習指導要領にἢった授業を実㊶し，信頼を得ること。�

・ᝎみやᅔり事は，みんなでඹ᭷し，⟶理職にも明日をᚅ

たࡎ┦談すること。� �

・地域の行事にཧ加するᶵ会は，✚ᴟ的に生かすこと。�

ղ� 経㦂５年ᮍ‶のⱝᡭ教員・⮫任教員に対して�

� ・୪行を組む先㍮教員から✚ᴟ的に学ぶこと。�

� ・子供の立場に立って，授業を行い，信頼を得ること。�

� ・ᝎみやᅔり事は，一人でᢪえないで┦談すること。�

⑶� 校内研修を活用した学校の組織力の向上� � �

本校は，ᕷ教育ጤ員会の国語教育の研究ጤკをཷけ，本

年度が発表の年である。本校はこれまで，研究を進める上

で一㒊の教員の力に頼り㐣ࡂるഴ向にあった。そこで，

年度は，「一人のⓒṌよりみんなの一Ṍ」を研究の合い言葉

として，「日々の授業改善」に全員で取り組むこととした。�

� ձ� 研修へのきっかけసり｢校長によるᶍᨃ授業｣�

� � ４月，まࡎは，校長が研修に対して本Ẽで取り組む姿勢

を見せた。そこで，｢ࢫイ࣑ー｣（➨２学年教材）を使って，

｢初発の感を生かした授業のᒎ開～発問・ษり返しの工夫

～｣を課題にᶍᨃ授業を行った。�

� ղ� ᳨ド授業で課題のඹ᭷�

� � 㸴月，ప・୰・高それࡒれの学年において，᳨ド授業を

行った。全職員が授業をཧほし，授業後に࣡ーࣙࢩࢡッࣉ

を行い，課題をඹ᭷した。その後，全職員でඹ通の実㊶を

授業内で行っている。�

ֈ� 当初面談後の教職員への働きかけと見届け�

� ձ� 教室訪問で教職員へ指導・ຓ言�

� � � 教室訪問を㝶時行い，訪問後は，具体的な指導場面を

取り上げて，教職員をㄆめ，ບます。特に，１時㛫の訪

問を行った㝿は，࣓ࢥントペーࣃーをస成してࣇーࢻ

バッࢡする。�

� � ղ� ᶵ会をᤊえたኌかけで教職員のやるẼにⅆをⅉす�

� � � ｢教育の成果は子供の姿で表す｣を常にព㆑し，｢子供の

変ᐜ｣の視点で，教職員には働きかける。�

� � ճ� 校長室通信で，子供の変ᐜした姿や教職員の活動を

取り出し，教職員を基本方針に導く。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

մ� ㈇担㍍ῶ᳨ウጤ員会で教職員の思いや考えをつかむ�

� � � 月１ᅇの運営ጤ員会後に開ദし，教育活動の成果や課

題についてព見を出し合うᶵ会をసり，教職員の考えを

学校経営に生かす。�

㸳 ࡵࡲ 

� １学ᮇᮎに行った学校評価では，｢教材研究を⇕ᚰにやった

り，生徒指導について┿に話したりするな，職員室の会

話に変化が出てきた。｣｢本年度の研修は，日々の指導に生か

せるものになっている。｣｢☜実に子供たࡕに力がついている

ことが実感できる。｣といった成果が教職員からᣲげられた。

一方で，｢㈇担が一㒊の先生に೫っている｣といったኌも౫↛

としてあり，組織力を高めるにはさらなる働きかけが必要で

ある。�

� また，地区᠓談会では，｢子供たࡕのᣵᣜがよくなった｣｢学

校の様子がよくわかるようになった｣といった評価がある一

方で，｢もっと子供たࡕを地域の行事にཧ加させてしい｣と

いうᙉい要望もあった。本校は，校区内の７つの自会に見

Ᏺられた，地域とのつながりのᙉさが特色の学校である。さ

らに地域のኌに⪥をഴける必要があると実感した。 
後も，｢教育の成果は子供の姿で表す｣ことをษにして，

学校づくり，人づくりを推進していく。


